
害
大
全
」
は
も
と
よ
り
、
江
戸
期
の
臨
床
医
家
が
数
多
く
利
用
読
破
し

て
き
た
末
・
金
元
・
明
代
に
わ
た
る
基
本
害
の
和
刻
本
を
揃
え
た
全
七

○
種
、
四
六
七
余
巻
を
集
大
成
し
、
Ｂ
５
判
各
頁
見
開
き
四
丁
分
を
二

段
に
縮
少
影
印
し
た
利
用
価
値
の
高
い
復
刻
版
で
、
こ
の
彪
大
な
基
本

典
籍
が
ス
ペ
ー
ス
を
余
り
取
る
こ
と
な
く
座
右
に
置
け
る
こ
と
は
大
き

な
朗
報
で
あ
る
。
当
該
領
域
を
専
門
に
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
は
も
と

よ
り
、
和
書
に
援
用
さ
れ
る
漢
籍
の
原
文
を
確
認
し
た
く
と
も
、
手
元

に
な
い
漢
籍
を
参
照
す
る
の
に
億
劫
が
る
向
き
に
と
っ
て
も
、
手
軽
に

検
索
で
き
る
便
利
さ
が
あ
り
、
研
究
の
ス
ピ
ー
ド
が
挙
が
る
こ
と
こ
の

上
な
い
集
成
本
で
あ
る
。

し
か
も
、
書
誌
研
究
に
は
定
評
あ
る
両
編
者
の
解
説
が
懇
切
丁
寧
に

な
さ
れ
て
お
り
、
刊
本
状
況
を
和
漢
両
面
に
わ
た
っ
て
克
明
に
追
跡
し
、

原
著
者
・
和
刻
本
者
の
伝
記
に
ま
で
及
ん
で
い
る
点
で
、
現
時
点
で
の

情
報
が
ほ
と
ん
ど
折
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
の
集
成
の
よ
う
な
良
質
の
復
刻
本
が
他
の
医
史
領
域
に
及
ん
で
、

研
究
者
が
座
右
で
安
心
し
て
旙
け
る
よ
う
な
影
印
・
復
刻
版
が
相
次
い

で
出
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
安
直
な
復
刻
版
が
ま
か
り
通
る
今

日
、
一
服
の
清
凉
剤
と
い
え
る
稀
れ
に
見
る
良
質
の
影
印
・
復
刻
版
で

あ
る
。
大
方
の
活
用
を
期
待
す
る
と
同
時
に
、
両
編
者
の
労
を
多
と
し

た
い
。

（
宗
田
こ

〔
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
社
、
東
京
都
文
京
区
本
駒
込
二
’
一
’
三
イ
カ
ハ
タ
ビ

ル
五
Ｆ
、
○
三
’
三
九
四
二
’
八
○
九
六
、
一
九
九
二
年
、
Ｂ
５
判
全

十
六
輯
、
セ
ッ
ト
定
価
二
八
○
、
○
○
○
円
〕

北
小
路
家
二
十
一
代
当
主
で
あ
り
、
本
会
々
員
で
あ
る
北
小
路
博
央

氏
が
表
題
の
一
言
を
刊
行
し
た
。
外
科
医
と
し
て
の
勤
務
医
生
活
を
終

え
、
昭
和
四
十
四
年
に
京
都
市
内
で
外
科
医
院
を
開
業
し
て
以
来
す
で

に
二
十
数
年
。
こ
の
四
十
年
間
に
体
験
し
た
数
々
哀
歓
苦
楽
の
思
い
出

を
軽
妙
な
タ
ッ
チ
で
記
述
し
た
半
生
記
で
あ
る
。

内
容
を
目
次
に
よ
り
紹
介
す
る
。

Ｉ
、
開
業
は
い
ば
ら
の
道
か

一
開
業
医
ブ
ル
ー
ス

ニ
保
険
医
協
会
マ
ー
チ

三
医
学
史
バ
ラ
ー
ド

Ⅱ
、
ふ
り
む
け
ば
花
の
勤
務
医
時
代

一
花
の
厚
生
技
官

二
花
の
医
局
長

三
花
の
病
院
長

こ
こ
で
本
会
々
員
と
し
て
特
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
医

学
史
バ
ラ
ー
ド
の
項
で
あ
る
。

既
に
多
く
の
方
々
も
御
存
知
の
と
お
り
、
著
者
は
わ
が
国
最
初
の
女

科
医
と
称
さ
れ
る
安
芸
守
定
を
家
祖
と
す
る
安
芸
家
（
四
代
守
宣
’
一
四

七
七
没
ｌ
の
頃
よ
り
北
小
路
と
改
姓
）
の
二
十
一
代
当
主
で
あ
る
。

安
芸
（
北
小
路
）
家
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
『
雍
州
府
誌
』
．

北
小
路
博
央
著

「
開
業
医
ブ
ル
ー
ス
医
家
二
十
一
代
の
つ
ぶ
や
き
』
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「
歴
世
尚
薬
略
伝
一
等
に
も
で
て
お
り
、
明
治
以
後
は
日
本
女
科
史
、

日
本
医
学
史
以
下
殆
ん
ど
の
日
本
医
学
通
史
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

守
定
は
二
条
家
々
司
二
三
○
○
年
頃
）
で
あ
り
、
御
所
の
西
に
あ
っ

た
御
池
の
畔
に
住
ん
で
い
た
が
、
竜
神
よ
り
助
産
の
法
、
神
仙
散
の
秘

方
を
授
か
っ
た
と
い
う
伝
説
に
包
ま
れ
て
い
る
。
二
代
将
軍
足
利
義
詮

の
室
紀
良
子
の
出
産
に
際
し
功
が
有
っ
て
尚
薬
に
あ
げ
ら
れ
た
。
そ
の

時
出
生
し
た
若
君
が
三
代
将
軍
義
満
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
安
芸
家

は
宮
中
、
足
利
家
の
産
事
に
侍
す
る
こ
と
な
っ
た
。
い
ま
北
小
路
家
に

伝
わ
る
御
産
所
日
記
三
巻
に
は
、
永
享
元
年
二
四
二
九
）
よ
り
永
録
三

年
（
一
五
六
○
）
ま
で
の
一
三
○
年
間
に
わ
た
る
足
利
将
軍
家
の
産
事
が

記
し
て
あ
る
。
『
群
言
類
従
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
史
専
門
家

の
研
究
（
満
田
栄
子
、
御
産
所
日
記
の
一
考
察
、
史
窓
二
七
号
、
昭
四
十
四
・

今
谷
明
、
北
小
路
家
の
文
書
に
つ
い
て
、
史
林
、
六
十
巻
二
号
、
昭
五
十
一
）

も
既
に
数
々
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
家
十
代
貞
俊
の
代
（
桃
山
時
代
）
に
描
か
れ
た
と
さ
れ
る
安
芸

守
定
像
が
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
女
科
史
や
日
本
医
学
史
に
載
せ
て
あ
る

守
定
像
の
原
画
で
あ
る
。
守
屋
正
著
「
安
芸
守
定
像
に
つ
い
て
」
（
医
学

選
粋
、
七
号
、
昭
五
十
二
）
に
詳
し
く
解
説
し
て
あ
る
。
ま
た
『
京
都
の

医
学
史
」
産
科
篇
に
お
い
て
、
私
も
多
く
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

さ
ら
に
北
小
路
家
六
六
○
年
の
歴
史
の
中
で
い
ま
ひ
と
つ
特
筆
す
べ

き
事
が
あ
る
。
日
本
の
三
大
飢
饅
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
天
保
飢
謹
の
際
、

京
洛
の
街
に
も
難
民
、
死
者
が
溢
れ
た
。
こ
の
時
北
小
路
家
十
六
代
竹

窓
（
三
郎
）
は
大
学
助
で
あ
り
儒
者
と
し
て
高
名
で
、
三
条
東
洞
院
で
教

諭
所
を
開
い
て
い
た
が
、
そ
の
惨
状
を
見
る
に
し
の
び
ず
、
天
保
八
年
、

町
奉
行
所
与
力
や
鳰
居
堂
主
人
熊
谷
直
恭
ら
と
協
力
し
て
、
三
条
河
原

に
救
小
屋
を
作
っ
て
十
五
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
、
多
く
の
難
民
・
病
人

に
食
糧
、
医
薬
品
を
与
え
た
。
そ
の
状
況
は
二
図
に
描
か
れ
て
荒
歳

流
民
救
伽
図
一
巻
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
大
塩
平
八
郎
の
乱
と
ほ
ぼ

同
一
時
期
に
行
わ
れ
た
福
祉
事
業
で
あ
る
。

著
者
は
所
蔵
す
る
「
御
産
所
日
記
」
の
原
巻
と
「
群
害
類
従
」
本
と

を
比
較
し
た
結
果
、
六
カ
所
の
異
同
を
み
つ
け
た
と
い
う
。
同
家
の
史

料
に
つ
い
て
は
ま
だ
未
研
究
の
部
分
も
多
い
。
ま
た
医
学
史
の
み
な
ら

ず
、
政
治
史
、
文
化
史
に
関
連
す
る
個
所
も
あ
る
。

著
者
の
真
蟄
な
人
間
性
の
あ
ふ
れ
た
好
著
で
あ
り
、
こ
れ
ら
も
含
め

て
著
書
が
自
家
の
家
史
に
つ
い
て
内
側
か
ら
見
つ
め
て
い
る
こ
と
は
、

医
史
学
研
究
に
と
っ
て
甚
だ
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

（
杉
立
義
一
）

〔
か
も
が
わ
出
版
、
京
都
市
中
京
区
衣
棚
通
夷
川
上
ル
吉
田
ビ
ル
、
電
話
○

七
五
’
一
二
一
’
三
五
八
七
、
一
九
九
二
、
判
、
一
九
九
頁
一
、

三
○
○
円
〕

本
書
は
明
治
期
の
御
雇
外
国
人
教
師
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
人
、
エ
ル
ヴ
ィ

ン
・
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
（
厚
言
目
尻
己
弓
旨
、
一
八
四
四
’
一
九
二
二
）
の
〃
回

想
記
〃
の
訳
編
言
で
、
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
の
曽
孫
ト
ー
マ
ス
・
フ
ィ
ー
ル
ハ

ー
バ
ー
氏
の
元
に
残
る
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
自
身
が
子
孫
の
た
め
に
言
き
残

小
関
恒
雄
・
北
村
智
明
訳
編

『
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
の
明
治
日
本
回
想
記
』
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